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  第１章 その天的な面


  



  主の助けにより、私たちはキリストのからだについて新たに黙想することにします。この「奥義」のさらなる解き明かしを得たい時はどこへ行けばいいのか、私たちは知っています。私たちは本能的にエペソ人への手紙に向かいます。この手紙を見ると、第一に単純な予備的事実に気がつきます。それは、教会が「キリストのからだ」と呼ばれていることです。それは「キリストのからだなる教会」です。これはこの書の中の教会を、他の箇所の名称と区別します。宮や神の家といった名称もありますが、この書ではすべての啓示の基礎は特にキリストのからだです。そして、この書の内容は体の概念と一致しています。さて、この名称に関連して、この手紙全体を支配しているように思われる言葉は、「共に」と訳されている言葉です。印象的なことに、この言葉は何度も出てきます。ここでは、私たちはキリストにあって「共に生かされた」と述べられています。これは、私たちが彼の復活により主イエスと共に個人的に生かされただけでなく、団体的に生かされたことを意味します。私たちはキリストにあって共に生かされました。キリストと共に生かされただけでなく、キリストにあって団体的に生かされたのです。


  



  からだの永遠の一体性（oneness）


  



  主イエスの復活の中に教会全体が共に含まれていました。次に同じ節の二章六節には、私たちはキリストにあって「共に復活させられた」と述べられています。さらに同じ箇所で、私たちはキリストにあって「共に座らされた」と述べられています。一章十節に少し戻ると、私たちは「一つの中へと共に集められ」ます。再び先に進んで二章二一節に行くと、私たちは「共に組み合わされ」ます。二二節では、私たちは「共に建造され」ます。ですから、この「共に」という言葉は、とても単純な形で、キリストのからだである教会の団体的性質という事実を示しているのです。私たちはその意味をできるだけ完全に理解することを願っています。なぜなら、この手紙は疑いなく、教会は団体的なからだであるという事実を強調しているからです。「恵みの働きが完成する時、教会はいつかそうなるだろう」ということではありません。「それは神の御心と御思い、神の御旨、神の意図の中だけのことである」「主がそれを始められた時には、そうなる予定だった」ということでもありません。教会は実際にそうなのです。この地上で目にするもの、絶えず増加する分裂や分離、この地上で神の民の交わりの中に入り込んだあらゆる不幸な分派、過去・現在・将来にわたるこの線に沿った一切の出来事にもかかわらず、教会は依然として一つの団体的なまとまりなのです。


  これは地上の人々に関してではありません。これが真実なのは、キリストのからだである教会の本質的性質に関してです。自分の霊の受容と意識の中にこれを根付かせて定着させるのが、早ければ早いほどいいのです。愛する人よ、地上でクリスチャンの民の関係に生じるいかなる分裂も、この事実を変えることはできません。性格、選択、好み、好き嫌い、知的受容や拒否の相違、もしくはそれらによって生じる相違は、この究極的事実に触れません。共存性、一体性、団体性が存在する領域があるのです。この事実は、宗教的なものであれ神学的なものであれ、人自身から出るいかなるものによっても影響されません。


  もちろん、交わりの断絶がありうる領域もあります。その領域では、交わりの断絶が霊の領域に入り込み、霊が影響を受けます。そこでは、あなたはかなり明確にキリストのからだに打撃を与えることができます。しかし究極的には、このからだは一つです。もちろんこれは、地上のものではない何かがある、ということを明らかに示しています。それは天のからだであり、地によって影響されたり、触れられたりすることはないのです。


  私たちは目にするものを受け入れがちですし、地上に存在する分裂によって影響されがちです。そして、目にしていることのゆえに、絶望しかけています。そうしたことをすっかり一掃するのが、早ければ早いほどいいでしょう。地上にクリスチャンの民からなる五万の地的機関があったとしても、キリストのからだは一つのままです。それは縫い目のない衣であり、分けられないからだです。それは一つのままです。これが私たちの戻るべき基本的事実であり、そこから私たちは出発します。


  この手紙では、キリストとその肢体たち、教会、一つからだの奥義が啓示されています。最も強調されているのは、からだの団体的性質という事実です。この手紙はそれについて論じたり、議論したりしません。それを当然視しています。それは決着済みの事柄です。もちろん、その享受には程度の差がありますし、その豊かさにも程度の差があります。しかし、その事実に程度の差はありません。その事実は堅固なままです。私たちのなすべきことは、この堅固な事実の中に入り込み、その意義の中に入ることです。しかし、その完全な意義の中に私たちがまだ入っていないからといって、それが存在しないことにはなりません。問題は、神が最初から確立しておられるものの中に私たちが入っていないことです。つまり、私たちはからだを一つにしているものが何かを知らなければならないのです。これが私たちのなすべきことです。合一が存在します。私たちのなすべきことはそれを理解することであって、それを造り出すことではありません。私たちは直ちにそれに進みます。しかし、エペソ人への手紙は依然として生きており、依然として適用可能であり、今日も依然として真実であることに注意してください。この手紙が書かれてから何世紀もたった今、地上にはクリスチャンの民――彼らはみなキリストのからだの肢体たりえます――のたくさんの機関や分裂があります。しかし何世紀もたった今でも、エペソ人への手紙は当初と同じところにあり、からだを一つの堅固なまとまり、団体的な一つとして示しているのです。


  



  一体性（oneness）を理解するために必要な天的立場


  



  私たちが天上にのぼり、地上を離れる時はじめて、私たちはこの事実の中に入り始めます。そして、この事実が神に対して、天に対して、地獄に対して、この世に対して、何を意味するのかを理解し始めます。ですから、この事実に含まれている実効的な召命と生活とをもってこの事実の中に入るには、キリストにある私たちの天上の立場からこの問題全体に取り組んで、自分が霊的にどこに置かれているのかを正確に見なければなりません。なぜなら、私たちがそれを認識して、キリストにある自分の天的立場につかない限り、キリストのからだである教会のこの天的実際の意味を、私たちは見ることも、認識することも、その中に入ることもできないからです。私たちは地上から教会を見ることはできません。天上からしか見ることができないのです。


  



  相違に対する私たちの姿勢


  



  たんに何かを述べただけで、これを後にしたくありません。私の望みは、私たちがその恩恵を得ることです。あなたと私には同意できないことがあるかもしれません。しかし、それは主イエスにある私たちの関係に何の違いも生じさせません。あなたと私が仲たがいしている事実、あるいは同意していない事実は、肢体である私たちをキリストのからだから引き裂くことはありません。いいえ、それは私たちの損失であり、私たちの恥であり、私たちのクリスチャン生活に起こりがちなことであり、私たちの間にある恵みを破損するものですが、私たちの間で動いておられる御霊の動きに明け渡すなら、私たちはそれから回復されるでしょう。そして戻ってきて、キリストにそのからだの中に再び結合してもらう必要はないことがわかるでしょう。この事実は残るのです。


  実際に役立つ原則は次のようなものであることがわかるでしょう。この地上には信者たちの間に多くの分裂があるかもしれませんが、私たちはそれを究極的なものとして受け入れる必要はありません。また、「キリストの中にいる人たちとキリストの外にいる人たちが存在する」「自分たちはキリストの中にあるが、他の人たちはそうではない」「からだはまったく崩壊していて、ばらばらである」と考える必要もありません。この事実を享受する唯一の希望は、それとは異なる事実のように見えるものを拒否し、そうしたものを生じさせる地的なものを超越することを追い求めて、自分が天上にある事実を発掘することです。そうするなら、交わりは続きます。これが実際に役立つ原則です。私たちはこれがその事実の意味であることを悟るべきです。私たちはその事実を受け入れて、この究極的事実に逆らって現れる他の事柄に打ち勝つこと――それを拒否すること――を求めなければならないのです。


  



  第２章 一体性の根拠


  



  さて、私たちが共にあることを見たので、この一体性の根拠についてさらに見ていきたいと思います。レビ記二三章を思い出すなら、おそらく最大の助けになると思います。この章は、主の祭りを確立することを含んでいます。さて、これらの祭りのおもな特徴、支配的特徴は、神の民の団体生活、教会の団体生活を表していることです。それらは主の民がみな集まる集会であることがわかります。これらの祭りは聖なる集会と呼ばれています。民が招集され、このような機会に、またこのような機会によって、彼らの一体性が現されます。ですから主要な要素は、これらの時に示される神の民の団体生活です。


  それが見せているのは次のことです。すなわち、祭りの時、人々は個人的な生活を送るのをやめ、個別の生活を送るのをやめます。自分たちの家庭生活や、内輪の社会生活を送ることすらやめます。これらの祭りの時、部門的なものはすべて放棄されます。そして、民が一つであることがわかります。彼らを一つにしているものが何かを考えるなら、祭りであることがわかります。そうです、しかし、主の民の団体生活や交わりの根拠は、異なる種類の祭りをすべてひとまとめにしたものなのです。


  ですから、これらの祭りについて見渡すことにします。（詳しく詳細には扱いません。ただ、それらに言及して、たぶんその顕著な特徴を述べるだけです。）最初は過越の祭りです。


  



  過越の祭り


  



  とても多くの神聖な原則が、過越の祭りの中に込められています。しかし、他のすべての原則を包括する一つの原則があります。過越が象徴し、表しているのは、血によるいのちの契約というこの原則です。すべてはこれに集約されます。神は契約をお立てになります。神はその契約を血によってお立てになります。この契約の血は、裁きと死からの解放であり、裁きによって死がはびこっている時にいのちを保ち、滅ぼす者を無にします。これが、流されて振り注がれた血の力による、死のただなかにおける、悪魔に対する勝利のいのちです。そこには、神とその民との間の契約があります。これが神の民の団体生活を生み出す第一段階であり、最初のものです。


  さて、私は区別したいと思います。今日とても多くの人が、主イエスの血の価値と効力の教理、血の教理に基づいて、教会の一体性を実現しようとしてきましたし、そうしようとしています。なんなら、「あらゆる角度から宣べ伝えられて、あらゆる方面に適用される、贖い、血の価値、主イエスの血についてのすべての教え」と言い換えることもできます。彼らは、それを本質的教理として確立することによって、教会の一体性を実現しようとしています。「それを信仰の教理の一つとして受け入れるなら、あなたは教会の一体性の中に入ります」と彼らは言います。しかし、教理が一体性を実現できたためしはありません。根本主義を信奉するだけでは不十分です。根本主義は結局のところ、ある認知されている根本的な教理を一緒にしただけかもしれません。一体性の根拠として教理を持つだけでは不十分です。それは機能しません。あなたは教理という根拠に基づいて、信条という根拠に基づいて、一体性を得ることはできません。あなたは経験という根拠に基づいて、力という根拠に基づいて、造り込まれたもの、もたらされたものの根拠に基づいて、一体性を得なければなりません。多くの人々は、主イエスの血の永遠の無限の効力と価値をすべて信じているのですが、その血の力を内外の死の力に対して働く大能の力として、自分の生活の中で少しも経験していません。主イエスの血は天的なものですが、教理はきわめて地的なものであるおそれがあります。まったく健全で正しかったとしても、教理は地的な団体向けのきわめて地的なものかもしれません。教理は霊の領域では役に立ちません。


  血の真価は、霊の宇宙に刻印されている、血の霊的な力です。その中に入る時、あなたは――信条的にではなく霊的に――教会の真の一体性の中に入ります。これは経験的なことであって、教理的なことではありません。それはいのちであり、積極的で力強い強力なものです。健全な教理に忠実であることではありません。この違いに注意することがとても重要です。愛する人よ、キリストのからだの一体性を維持するには、健全な信条や正しい教理を無限に超えたものが必要です。それには力、恐るべき力、この宇宙の他のいかなる力よりも強力な力が必要です。血こそ、その力なのです。


  この血の根拠に基づいて、教会は生み出されました。キリストは今、ご自身の血の効力によって生きておられます。そして、その効力によって生きておられる彼は、その血の同じ効力によって、すべての肢体たちをご自身との天的交わりの中にもたらされました。この血は生きており、働いており、作用しています。過越とは、私たちがキリストにあって、この契約の彼の血の力により、経験的な、生ける、能動的な、相互の合一の中に入ることにほかなりません。これがキリストのからだである教会の一体性です。それが少しも機能していないあいだは、天的なからだである教会のいのちの力強い働きの中に私たちは入っていないのです。


  教会は有用なものとなって、自分の召命を成就し、支配たちと権威たちとこの暗闇の世の支配者たち、悪の軍勢に対して衝撃力を及ぼして、自分の宇宙的な使命、予め定められていた自分の目的を果たさなければなりません。それを可能にする根拠は、主イエスの尊い血のこの凄まじい力しかありません。これは真実であり、この血を離れて教会は存在できません。したがって、この血を離れるなら使命もないのです。


  すでに述べたように、私たちはこれを認識して、すでに成就されている事実に迫らなければなりません。しかし、神の御心によると、キリストの尊い血のあらゆる恩恵に浴していない人は、キリストのからだの肢体ではありません。「キリストのからだの肢体たちはこの血の意義をすべて知的に理解している」「彼らはこの血の何たるかの完全な啓示を受けている」という意味ではありません。「主イエスに対する彼らの関係はこの血の効力によって生じており、その血が天で彼らを彼に結合し、互いに結合した」という意味です。教会が究極的に勝利するのは、その力によります。「彼らは小羊の血のゆえに打ち勝った」（黙示録十二章十一節）。


  これは始まりにすぎないことがわかります。ですから、キリストのからだの団体的真理を知り、認識し、享受して、それから益を得るには、血の力の何たるかを学ばなければなりません。また、交わりを損なうために悪魔が用いようとするものに対して、その血が私たちの生活の中で認証済みの力とならなければなりません。ああ、悪魔のそのようなあらゆる働きに対するこの血の力と効力を、主の民が認識してさえいれば、分派や分裂という線に沿った悪魔の働きが功を奏することはずっと少なかったでしょう！もし敵の何らかの働きの結果、あなたと私が緊張関係に入るなら、愛する人よ、私たちを交わりの中に連れ戻す唯一の道は、敵が行ったあらゆる働きに対抗して、その血の力にすがることです。これこそ、教会は血の効力により、始まりも、途中も、終わりも一つである事実の完全な証拠です。過越はこの第一の真理を生み出します。ですから、旧約で主の民が一緒に集まったこと、その団体生活、その交わりは、第一に、死と滅ぼす者に勝利する血の契約という根拠に基づいていました。これが彼らの交わりの第一段階です。これらの祭りの二番目は種なしパンの祭りでした。


  



  種なしパンの祭り


  



  種なしパンの祭りは丸七日間続けなければなりませんでした。七日は完全な期間、完全な霊的期間を表します（七は霊的完全の数字です）。それは完全な霊的期間であり、この間ずっと、肉に属するものはすべて取り除かれ、排除されます。なぜなら、パン種は肉の発酵であり、肉の働きであり、腐敗した肉の潜在的要素だからです。腐敗のもとはパン種であることを私たちは知っています。肉は腐敗しています。霊的生活の全期間にわたって、肉は取り除かれ、排除されなければなりません。私たちはローマ人への手紙六章に来なければなりません。そして、主イエスの十字架により肉の体は活動を停止したことを見なければなりません。その場所で、この肉は神によって取り除かれたことを私たちは認識します。主は肉を捨てることを要求されます。私たちは肉を拒否し、「肉が所を得てはならない」という肉に関する神の立場を受け入れなければなりません。これは、「決して肉という線に沿って誘惑されることはない」「決して肉の存在を意識することはない」ということではありません。そうではなく、「たとえ肉に触れられることがあっても、肉を拒否しなければならない」ということです。私たちはその立場を取り戻し、肉を拒否して言わなければなりません、「私は悔い改めて、それを戻します。これは腐敗していること、そして、これがすべてを腐敗させることを、私は認めます。私はそれを下ろして、追い出します。自分はそれに対して死んでいる、と私は勘定します」。過越の前の晩、ユダヤの家庭の父親は、ランプに明かりをともし、部屋から部屋へと家を行き巡り、すべての角や食器棚、通路から外れたすべての場所を調べて、パン種を見つけようとしました。そして、徹底的調査で見つかったパン種から家を掃き清めました。しかしそれでも、神の御前で父親は満足しませんでした。父親は宣言しました、「私は自分の家を調べて、見つかったパン種を取り除きました。しかし、私の徹底的な調査や検査をのがれたパン種がもしまだあるなら、私はそれをも拒否します」。


  腐敗させる要素である肉を徹底的に拒否することが、種なしパンの祭りです。キリストのからだである教会の一体性は、私たちの罪を取り除くことだけでなく、私たちの肉を取り除くことをも要求します。天然の人は物事を腐敗させ、駄目にし、分裂させます。からだの一体性に反して働き、分裂を生じさせ、霊的一体性による主の民の積極的な霊的機能を覆すのは、肉の発酵であることを私たちは知っています。それをすべて行うのは肉です。ですから、すべての民が神にある自分たちのいのちの一体性を表すには、肉を拒否してパン種を取り除かなければなりません。嫉妬、ねたみ、個人的感情、利己的熱心、個人的怒り――私と他の人との間に影を落とす、原則や正義に基づかない個人的怒り――が少しでも芽生えるなら、それについてすぐに立ち返って、心を尽くして言わなければなりません、「これは間違いでした。私はそれを悔い改め、このパン種を抽出して取り除くことを求めます」。


  私たちはみな、こうしなければなりません。私たちは依然として、狼狽やつまずきにあいやすい、この天然の命の中にあります。私たちは依然としてとても短気です。そうです、私たちはこれをとてもよく知っています！狼狽して当然と感じるかどうかは問題ではありません。問題は、自分の肉がその状況の中に入り込んだかどうかです。もし入り込んだのなら、それは私たちと他の人々との間に隔てを生じさせます。私たちは行って、自分に非があるその過ちを告白しなければなりません。「自分が行った悪以上に酷い目にあわされた」と言い訳ばかりしていてはいけません。また、それが悪いことだからといって、自分の悪を隠してばかりいてはいけません。私たちは戻って言わなければなりません、「私は自分がしたように応答するべきではありませんでした。善をもって悪に報いるための恵みを求めるべきでした」。私たち全員が常にそうするわけではありません。しかしそうしないなら、すぐに注意しないなら、私たちの間に隔てが生じるでしょう。


  キリストのからだの団体的一体性は、ローマ人への手紙六章とコロサイ人への手紙二章十一～十二節にある、肉の体の割礼と除去という実際的事実に基づいています。死によるキリストとの一体化という原則を超えたものを持つことがいかに必要か、再びわかります。原則ではなく、原則の積極的働きが必要なのです。この原則はもしかすると、私たちをただ誤った立場に置くだけかもしれません。もしこの原則が適用されなければ、そうなるでしょう。過ちによって迷わされることがありえるように、真理によって迷わされることもありえます。とても多くの人が真理によって迷わされています。彼らは原則を持っており、教理を持っていますが、彼らにはそれがすべてです。原則の働きが必要であり、それがいのちとなることが必要なのですが、これを彼らは見ていません。イスラエルの団体生活はこの二番目のもの、すなわち肉の除去に基づいていたことがわかります。祭りの三番目は初穂の祭りです。


  



  初穂の祭り


  



  さて、これは真理の多くの面を含んでおり、いま述べようと思っていることよりも遙かに多くの結果を生じさせます。私たちは主要な点、第一の点、これらの祭りの他のすべてを支配している際立った点だけを取り上げることにします。初穂の祭りに来る時、あなたはまさに、代表者である主イエスの復活という大いなる真理に来ます。最初に実った実は、それに続くすべての実を代表します。初穂が全体を代表して取られます。祭司は最初に実った麦の穂を主のもとに持って行き、収穫全体のために主に感謝します。それは収穫の保証です。パウロがこれについて何と言っているのか、私たちは「コリント人への手紙」から知っています。主イエスは初穂であり、ご自身のパースンにより復活の中で教会を代表しておられます。「エペソ人への手紙」は「私たちは彼と共に復活させられた」と述べています。私たちはキリストと共に葬られました。すなわち、古い人は取り除かれました。今、私たちはキリストと共に復活させられています。キリストの肢体たちの真の一体性、キリストのからだの一体性は、復活による主イエスとの合一に対する、その生ける証しによります。一粒の麦の単純で有名なささやかなたとえ話の中で、彼がこの原則をどのように確立されたのか、私たちは知っています。「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、死ねば多くの実を結びます」（ヨハネによる福音書十二章二四節）。ここに百倍の増殖があることがわかります。一粒の麦が死んで、生ける百粒の麦という結果になります。これはキリストの死を経過した、キリストにある復活の団体性です。


  ああ、私たちはキリストのからだとして、その実際の力の中に入らなければなりません。私たちはキリストと共にキリストの復活の様の中に植えられました。そして、キリストの復活の力が私たちの内に働いています。この事実の中に経験的に生き生きと真に入り始める時、何という交わりの感覚があることでしょう。私たちの関係に何という変化があることでしょう。自分たちの内に働く復活のいのちの力を知るとき、私たちは何という交わりを持つことでしょう。死に勝利するいのち、私たちの内に働いているもの、経験の相互性を、私たちが互いに幾らかでも知るとき、この相互性は価値を持つようになります。それはすでに天上における証しであり、死と暗闇の勢力に対して働いているのです。


  キリストのからだの中には次の事実に対する証しが造り込まれています。すなわち、悪魔の力は打ち砕かれており、キリストは死を征服して勝利のうちに死を飲み尽くされた、という事実です（コリント人への第一の手紙十五章五四節、ホセア書十三章十四節）。霊の領域でこれを経験的に知らない限り、物質の領域でもこれを知ることはないでしょう。神の順序では、物質的なものが霊的なものに続きます。霊の中で復活をすでに知っているのでなければ、決して永遠のいのちに至る体の復活を知ることはないでしょう。教会の活動と機能の存立基盤そのものを構成しているのは、実際の力です。からだの一体性という事実の中に入るには、復活の力の経験の中に入らなければなりません。四番目は贖いの日です。


  



  贖いの日


  



  他のすべての祭りと同じように、多くの原則が含まれています。しかし、一つの原則が支配しています。主は言われます、「これはあなたたちの安息日である。何の働きもしてはならない」。これは主の民が共に集まって安息に入る祭り、贖いの日です。さて、他の要素はすべておくことにして、この時点で登場する安息日の意義に注意することにしましょう。安息日の確立と共に、諸々の祭りがすでに導入されています。ここでは安息日の休みが、贖いの日に関する特別で独特な特定の箇所に登場します。これは私たちに次のことを告げます。すなわち、私たちは三つの根拠に基づいて安息の中に入るのです。第一は、契約による神との合一です。これは死に勝利するいのちによってであり、流されて振り注がれた血によります。第二は、私たちの古い人がキリストと共に十字架につけられたことであり、肉の体が取り除かれたことです。第三は、復活したキリストとの合一であり、キリストの復活の力を私たちが知るようになったことです。私たちは安息の中に入ります。私たちの働きは終わり、私たちは神の安息日、神の安息の中に入ります。私たちはもはや目標達成のためにもがきません。すでに目標に達しています。神を満足させようとする奮闘はやみます。神は満足しておられます。神は全き満足をもってご自身のわざをご覧になります。私たちは神の満足の中に入ります。


  この贖いの日は、主イエスの贖いと、神の御前にある恵みの御座の上に振り注がれたその血の贖いの価値を表しています。この贖いの日に、神の願いや要求はすべてかなえられます。そして、神は安息し、御子に完全に満足されます。すべてはなされ、完了しました。主イエスの完全な達成により、その血を通して、神は安息されます。もはや奮闘はありません。この事実の証しとして、この血は神の御前にもたらされます。主イエスの完全な贖いの働きを理解する時、私たちは安息しなければなりません。神を満足させるための悩ましい配慮は、すべて取り除かれなければなりません。そして、キリストが私たちのために御父の御前ですべての必要を満たしてくださることを知らなければなりません。


  漸進的聖化についてはどうでしょう？それに関して私たちの内側になされるべきことは何もないのでしょうか？あります。しかし、土台が完全に据えられない限り、あなたは決して完成や聖潔に向かって漸進的に進むことはできません。その土台とは、主イエスは御父の満足のために、すべてを私たちのためにささげられた、ということです。キリストは私たちのためにすでにこの働きをすべて成就してくださいました。私たちを聖化するための彼の働きに付け加えられるものは何もありません。この根拠に基づいて、私たちは恵みにより成長するのです。


  ルターは任務を帯びてローマに遣わされました。彼はその都と特別な懺悔の場所を訪問することを熱望していました。それは、その階段を手と膝をついて登ることにより、特別な恩恵と罪の赦しなどを得るためでした。「この恐ろしい苦行を自分に課せば、義とされて安息を得るだろう」と彼は考えたのです。彼は登り始めました。登るのが大変になってきた時、何かが「義人は信仰によって生きる」と言いました。彼は再び進みました。すると、あの声が再び、「義人は信仰によって生きる」と言いました。彼はさらに階段を登りました。すると、また声がして、一つの単語を強調しました、「義人は信仰によって生きる」（ハバクク書二章四節、ローマ人への手紙一章十七節、ガラテヤ人への手紙三章十一節、ヘブル人への手紙十章三八節）。これが彼を回心に導き、行いによる義というローマの体系全体を放棄するよう彼を導いたのです。


  「義人は信仰によって生きる」。大事なのは私たちの信仰それ自体ではなく、私たちの信仰の対象である主イエスの御業です。私たちは自分の信仰の度量をあまりにも重んじますが、大切なのは私たちの信仰の対象です。この対象――キリストと、私たちのためのキリストの完全な御業――に自分の信仰を結びつける時、私たちは安息の中に入ります。私たちはもはや、手と膝をついて石段を登ったりしません。これは主の民の団体生活にとって基本的なことです。不安、混乱、不満足の要素は去っていきます。そして、私たちは神との平和を持ちます。調和を得ます。なぜなら、調和は平和の別の言葉にほかならないからです。これが安息です。聖書の中の平和とは、何らかの雰囲気のことではなく、完全な調和の内にすべての要素が互いに適切に調整されていることです。


  祭りの最後は仮庵の祭りです。


  



  仮庵の祭り


  



  これらの祭りの順序は何と適切なのでしょう。仮庵の祭りに来る時、これらの祭りの順序がいかに正しいのかがわかります。集会の間、人々は自分の家を離れ、外に出て、行って木の枝を切り落とし、庵を造るよう命じられます。祭りの期間中、人々は自分の家の外のこれらの庵の中に住みます。これは団体行動です。旧約聖書中の仮庵の祭りをネヘミヤ記に至るまで辿るなら、それは過去を指し示すことがわかります。仮庵の祭りが回復されたレムナントの場合、その回復とイスラエルのエジプト脱出との間に、明確な関連付けがなされています（レビ記二三章四二～四三節）。


  この仮庵の祭りはイスラエルのエジプト脱出の記憶を永遠に保つためである、と述べられています。しかし、イスラエルがエジプトを出た時、仮庵の祭りは設立されていませんでした。仮庵の祭りは、出エジプトの記憶をながらえさせるための手段です。彼らは石の家――地と直接関係しています――を出て、荒野の中に入りました。荒野では、地的なものは何もなく、すべてが天的でした。大祭司の青い衣と、老若男女の衣の裾の同じ青は、天の象徴でした。ですから、天的性質がこれらの民の特徴だったのです。彼らはこの地上に属していませんでした。彼らは神のために天上に向かって出て行きました。仮庵の祭りは、神の民の天的性質を物語っています。


  愛する人よ、これがキリストのからだである教会の重要な基本的要素です。これまで述べてきたように、神はこの経綸時代、この地上に何かを構築するようなことを公に何もなさっていません。しかし人々は、神のために何かをこの地上に設立するため、懸命に努力しています。


  このキリスト教時代の二世紀の終わり頃、おそらくそれよりも前に、あるものが入り込みました。ある手段や方法が採用されました。それらの手段や方法は、教会をこの地上のものにするためのものであり、教会をこの世の勢力として組織するためのものでした。また、教会を人々に訴えるような形に、この世の人々に感銘を与えるような形にするためのものでした。それは、この世が教会を重んじるようになって、「教会は一大勢力であり、無視できないものである」と言うようになるためでした。これがこの経綸全体にわたって進展してきたことであり、神の原則を絶えず徹底的に破ってきたのです。神が行っておられるのは、天的な教会、天上のからだの建造です。神の教会は目に見えるものではなく、目に見えないものです。それは人目に触れない民であり、霊的です。世はこれを知りません――世は彼を知りませんでした（ヨハネによる福音書一章十節）。


  これが私たちの一体性の基礎です。この地上に何かを設立しようとする傾向が生じるやいなや、分裂が生じます。それがどれだけ霊的かは関係ありません。地に触れるやいなや、分裂が生じるのです。神からの最も麗しい動き、天からの神の真の動きといえども、それが人の手に渡って地上のものになるやいなや、分裂が生じ、さらに多くの分派が生じます。


  唯一安全なのは、地から離れていることです。唯一の安全は、神のなさっていることを悟ることです。この世には証しがあるでしょう。しかし、世に証しがあることと、世に組織があることとは別のことです。


  この地上に何かを設立しようとする動きに、主はまったく同意されません。主は来たるべき時代にはそうなさるでしょうが、この時代にはなさいません。この地上に何かを設立する形で私たちが物事を行うなら、たとえそれが神のためだったとしても、やがて主は私たちがその責任を負うようにされるでしょう。主はその責任を負ってくださらないでしょう。主は、この時代におけるご自身の御心にしたがっているもの、すなわち絶対的に天的なものについては、すべて責任を負ってくださるでしょう。


  



  第３章 キリストのからだの性質


  



  さて先に進んで、教会の団体生活の性質について考えることにします。最初に、一、二のごく初歩的な事実に注目したいと思います。それらの事実は初歩的であるにもかかわらず、主に対して霊的に生きている人々に対して、常に新鮮な意味を伝えます。一つ目の単純な真理は、「キリストのからだ」という用語や名称は、使徒パウロに独特のものであるということです。パウロ以前の時代や、パウロの手紙以外の聖書の箇所には、教会の他の名称が見つかります。しかし、「キリストのからだ」、「からだ」、「彼のからだである教会」という名称はパウロ独特のものです。教会はまったく新しい概念というわけではありませんでした。主の民はこの名称をよく知っていました。主イエスはご自身の教会について使徒たちに話されました。それには何ら新しい点はありませんでした。しかし、この教会を「キリストのからだ」として述べる時、それはまったく新しい観念、新しい考え、新しい概念であり、それと共に教会の性質をまったく新しく表現しています。それがとても強力にはっきりと強調しているのは、教会は神から見るとたんなる共同体ではないということです。教会は会衆ではありません。教会は宗派や超宗派ではなく、非宗派ですらありません。


  「教会」という用語を用いる時、あなたは教会をクリスチャンの民の共同体、クリスチャン社会、キリストに属する事柄に相互に関心を寄せている地上の人々の群れと思うかもしれません。しかし、この名称は物事を全く別の領域にもたらします。それは体です。人々の団体ではなく、人の肉体によって表され、説明されているものです。教会はキリストの肉体である、と言うつもりはありません。どうか誤解しないでください。しかし、人のこの肉体が教会が何であるかの説明に用いられています。（キリストはなおもご自身の個人的な単独の体、栄光の霊の体を持っておられます。）


  



  各地の「からだ」のようなものは存在しない


  



  さて、キリストのからだの真理のもう一つの要素は、各地のからだのようなものは存在しないということです。各地の教会や各地の集会はありますが、各地のからだのようなものはありません。これは少なくとも一つの節――コリント人への第一の手紙十二章二七節――で明らかにされています。ただし、この節は適切に訳される必要があります。不幸なことに、英訳聖書の中には、「あなたたちはキリストのそのからだなのです（Ye are the body of Christ.）」と訳しているものがあります。しかし、ギリシャ語には冠詞がついておらず、「あなたたちはキリストのそのからだなのです（Ye are the body of Christ）」ではなく、「あなたたちはキリストのからだなのです（Ye are Christ's body）」と言っています。これは各地の集会にまったく新しい様相を与えます。コリントの地元の信者の群れに対して語られたこの言葉は、部分が全体を暗示すること、各地の群れが全体を代表すること、からだ全体がその地の群れによって表されることを、きわめて明確に示しています。さて、各地の集会や各地の教会の場合とは異なり、キリストのからだをそのように局所化することはできません。つまり、肉体の多くの肢体を切り離して隅に集め、それを体と呼ぶことはできないのです。キリストの肢体たちが居る所ではどこでも、彼らはキリストのからだ全体を暗示・代表します。主の御心は、各地の教会がからだ全体の生ける表現となること、キリストのからだ全体の小宇宙となることです。からだ全体に言えることは、各地にも言えなければなりません。なぜなら、各地の教会は分離した群れ、孤立した別々の集会ではないからです。暗示として、からだ全体がそこにあります。それは――あなたに理解できるかどうかにはよらず――キリストのからだの偉大な要素や要因をすべて含んでいるのです。


  これがとても明確に示しているのは次のことです。すなわち、神の御思いにおいては、局所的、部門的、分離した独立のものは何もないのです。神の御思いにおいては、彼の教会と関係があるものはみな、普遍的であり、関連しており、互いに依存し合っています。教会は一つです。つまり、あなたは他の信者たちと密接に関係しているがゆえに、暗示上、実効上、性質上、キリストのからだなのです。これは、神の御思いにおいては、部分は全体であり、全体として見なされるべきことを、きわめて強く示しています。これを次のように述べることにしましょう。


  私たちは、この都市のこの区画のこの場所にいます。私たちは主の民の群れであり、キリストのからだ全体がここのこの群れと密接に関係しています。私たちは個別の分かれた群れ、独立した集会ではありません。私たちは、この全世界のキリストのからだの他のすべての肢体との、生ける機能的な霊的合一の中にあります。彼らがどこにいたとしてもそうです。フランス、スイス、ドイツ、ポーランド、アメリカ、アフリカ、中国など、彼らはみな、キリストのからだの絆によってここにおり、私たちの集まりの中に含まれているのです。私たちは今、これをもっとよく見なければなりません。しかし、ひとたびこの原則を霊的に理解するなら、私たちは自分の宇宙的務めの道に踏み出したことになります。私たちが集まる時はいつでも、たとえ二人または三人でも、からだ全体が天で私たちと共に集まり、私たちが共に集まることによって影響を受けます。途方もないことですが、神の子供の二人または三人が、かしらとの生ける接触の中で、どこでも一つの場所に集まるなら、キリストのからだ全体に影響を及ぼしますし、及ぼすことができるのです。たとえ何百万人いたとしても、すべての肢体が実効上キリストのからだなのです。


  さて、あなたはこれをどう受けとめるでしょう？これはあなたに届いているでしょうか？それとも、あなたはこれをよく知っていて、「自分はこれについてすべて知っている」と仰るのでしょうか？これをしばしば強調することが必要です。


  



  からだ――キリストを補うもの


  



  さてさらに、からだである教会はキリストを補うものであり、キリストの豊満です。教会は万物のかしらであるキリストに結ばれており、キリストを補うもの、キリストの完成、キリストの豊満です。ご存じのようにエペソ人への手紙では、からだである教会は「すべての中ですべてを満たしている方の豊満」です。教会はキリストの豊満であると述べられています。教会は万物のかしらであるキリストに結ばれています。説明しましょう。からだの真理の原則は御言葉のまさに最初から含まれています――とはいえ、それは啓示されておらず、諸々の時代や世代にわたって依然として奥義のままでした。からだの真理が特別に示されたり、述べられたりすることは決してありませんでしたが、それは存在しています。真理は永遠です。まさに最初から、アダムとエバの事例が、からだの真理を表明し、説明しています。女は男から取られ、次に男のもとに導かれ、男を完成します。これが教会であり、キリストのからだです。教会はキリストから取られ、次にキリストのもとに導かれ、キリストを完成します。教会はキリストの完成です。教会はキリストに結ばれており、キリストを補ってキリストの豊満に至ります。「男が女のかしらであるように、キリストは教会のかしらです」。教会は万物のかしらであるキリストに結ばれています。その実際的作用のゆえに、今再びこれを取り上げることにします。


  さらに注目しましょう。主の御言葉が啓示しているように、教会は神の御心においてはいかなる時も完全です。神の御言葉では、これは決して過去、現在、将来という時制で扱われていません。神の御心においては、教会は常に現在時制で完全なのです。主は完全になる時の教会について決して話されません。主は教会の将来の完成について決して話されません。「からだ全体」といった句があります。これがいま示しているのは、パウロの時代、彼がこの句を書いた時、からだは完全だったということです。彼は今、からだ全体について述べているのです。彼は自分の時代に、「からだ全体が適切に組み合わされ」と語りました。キリストのからだを構成していたのはパウロの時代の聖徒たちだけだったのでしょうか？それともそうではなく、パウロの時代以降の信者たちも含んでいたのでしょうか？あなたはどちらかを選ばなければなりません。これらの言葉で聖霊が示しておられる神の御心によると、からだは常に完全である、というこの結論にあなたは達しなければなりません。これは「永遠の時の前に」というエペソ書の御言葉にあなたを連れ戻します。永遠の時の前に、神は御心の中でからだを完成されました。「神はあらかじめ知っていた者たちを、あらかじめ定められました」。永遠の過去、教会は完全でした。そして、その完全性は神の御心の中にいついかなる時も存在しているのです。


  次に進んで、からだはキリストを展覧するためであることに注目することにします。人が体を通して自分を表現するように、キリストもご自身のからだを通してご自身を表現されます。からだの主要な包括的機能は、キリストを展覧することです。


  



  聖霊：からだを一つにする要素


  



  さて、キリストのからだの中にある、一つにする偉大な要素についてです。キリストのからだの中にある、この一つにする要素とは何でしょう？提示されたある真理を互いに受け入れあうことではありません。それはキリストのからだを構成するものではありません。ある教理を信じることに全員が同意することでもありません。キリストのからだを一つにする要素は聖霊です。「私たちはみな、一つ霊の中で、一つからだの中へとバプテスマされました」（コリント人への第一の手紙十二章十三節）。「一つからだと一つ霊」（エペソ人への手紙四章四節）。私たちはみな、個人的に霊を持っています。分離した霊を持っています。キリストのからだには一つの御霊しかありません。これがからだを一つにする要素です。


  さて、これから多くの実際的結果が生じることが、直ちにはっきりとわかります。例えば、聖霊を受ける必要性です。これがとても初歩的であることは承知しています。しかし、これは基本的事実です。私たちの「教会人精神」はこの真理に基づいて試されます。私たちは聖霊を受けたでしょうか？しかし、この事実だけでは十分ではなく、その機能が必要です。からだが機能するには、肢体が聖霊を受けるだけでなく、聖霊が各肢体の中で全き地位を得ることが必要です。全き地位です！御霊が全き地位を得、各肢体の中で彼に全き地位が与えられる時だけ、からだは機能できます。


  さて、新約聖書の配列を見ると、歴史的順序ではなく霊的順序がとてもはっきりと示されています。ローマ書はコリント書に先立ち、コリント書はエペソ書に先立ちます。そうでなければならないのです。ローマ書は、特に天然の人を取り去るために十字架を導入します。コリント書の目的、強調点、特徴は、絶対的主権を持つキリストの地位です。コリントのあらゆる問題は、主イエスが主権的かしらとしての地位、主としての地位になかったためでした。それで使徒は、「私たちはキリスト・イエスを主として宣べ伝えます」と言ったのです。彼らは人――パウロ、アポロ、ペテロ――を主とし、人を主イエスの地位に置いていました。彼らはさまざまな事柄を主イエスの地位に置いていました。霊の賜物ですら、そうしていたのです。彼らは、絶対的な主権的かしらとしての正当な地位を、彼に与えていませんでした。そのために手紙が書かれたのです。ローマ書は天然の人を取り去り、コリント書はキリストを主としての地位に置きます。それから、エペソ書が来ることができます。この二つの原則――天然の人の除去と、主イエスが主として確立されること――に基づいて、この二重の基礎に基づいて、からだが示され、機能します。


  天然の人が除かれない限り、キリストのからだは表現されません。天然の人が何らかの形で少しでも現れるなら、それはキリストのからだ全体を乱して、聖霊の主権に対して積極的に敵対することになります。キリストのからだが主の御思いどおりのものになるには、肉がキリストのからだの中に所を得てはなりません。キリストのからだが機能するには、主イエスがすべての信者に対して絶対的に主とならなければなりません。


  ですから、これが順序です。次に、愛する人たち、彼の知恵により、これに続いてコロサイ書によって、再び御霊の知恵が啓示されます。歴史的にはコロサイ書はエペソ書の前に書かれましたが、霊的にはエペソ書の後に来ます。コロサイ書はキリストにある完全な嗣業です。神の豊かさがキリストに与えられています。キリストは神の豊かさ全体の総計です。コロサイ書は新約聖書の中でヨシュア記に対応します。キリストは嗣業です。キリストは乳と蜜の流れる約束の地であり、豊富な豊かな地です。キリストはそのすべてです。キリストが主となって、肉や天然の人は除かれました。この根拠に基づいて、あなたはからだとしてキリストの豊富の中に入ります。これがキリストのからだの性質です。これらの法則を今日適用するなら、あなたはエペソ書に記されているものの生ける表現を得るでしょう。エペソ書に記されているもの――天で力強く機能するからだ――を私たちは今日まったく持っていないこと、あるいは少ししか持っていないことの原因は、天然の人が除かれていないためであり、キリストが絶対的な主としての地位にないためなのです。


  ですから、キリストのからだである教会にとって、そしてキリストのからだの啓示にとって、基本的な第一の点は十字架の実際的働きです。ローマ書、特にローマ六章を見ない限り、十字架の啓示が私たちに示されない限り、私たちは決してキリストのからだを見るよう主に導かれることはないでしょう。私が言わんとしているのは、十字架の原則の提示ではなく、十字架の啓示です。さて、きわめて多くの事例から、これはおそらく証明済みです。


  私自身について言うと、私は何年もローマ六章を宣べ伝えていました。私は十字架の完全なメッセージを、真理として、御言葉として、何年も宣べ伝えました。当時宣べ伝えた十字架の教理には、何の問題もありませんでした。しかし当時、十字架の実際的適用はありませんでした。そして時が来て、主は私をローマ六章の意味に直面させられたのです。その実際の意味に直面した時、私はまるでローマ六章について何もわかっていないかのように思われました。なぜなら、それはあまりにも過激で恐ろしかったため、私を打ち倒して屠らんばかりになったからです。十字架の教理と十字架の適用との間には、こんなにも違いがあるのです。これが済んで内側に造り込まれた時、主が私たちを――罪人としてだけでなく、人としても――キリストの死の中に含めておられたことを、私たちは見るようになりました。私たちの天然的な能力、天然的な才能、福音を宣べ伝える才能（宣べ伝えるための天然的な才能）でさえも、すべてキリストの死の中に一緒に含まれていたのです。また、キリスト教の奉仕の中で、私たちが資源――知的分野や他の各分野に及ぶ全分野の資源――として用いてきたものが、すべてキリストの死の中に一緒に含まれていたのです。主は私たちを導いて、キリストの死の中にすべてが含まれていたことを見せてくださいました。また、新創造ではすべてが主ご自身から出ていなければならないことも見せてくださいました（「私は自分からは何もしません」（ヨハネによる福音書五章十九節）と主ご自身が言われたように、これが主の僕の法則です。今や、すべては神から発しなければなりません。あらゆることで神に全く頼る生活です）。これが実際的方法で適用された時、それは恐るべき大変革でした。一時の間、それはすべてに対する死であり、終結だったのです。


  さて、これは私たちの経験にしたがっています。しかし、これが起きた時、これが原則的に確立された時――その後、もはや十字架の適用がなくなったわけではありません。なぜなら、十字架は常に適用され続けるからです――主がそれを刻印して、天然の人を締め出しておく必要性を私たちが常に覚えるようになった時、その後しばらくしてから、主はからだの偉大な真理を私たちに啓示され始めました。私たちはキリストのからだである教会について何年も宣べ伝えていましたし、超宗派的精神と心構えで、すべての信者を一つの教会、一つの大いなる霊的社会の一員と見なしていました。私たちはエペソ書を徹底的に学んでいました。しかし、これが天からの啓示として開かれ始めた時、自分たちはまるで何もわかっていないかのように思われたのです。その実際的影響は凄まじく、再び別の変革を生じさせるほどでした。なぜなら、以前なら決して実際的問題を引き起こさなかったその教えが、今やある領域で実際的問題を引き起こし始めたからです。


  例えば、啓示とは別の教えでは宗派の問題はまったく生じませんでした。しかし、啓示が来た時、宗派主義者ではいられないことがわかりました。ある心構えを身につけたということではなく、あらゆる宗派の外側にある霊的立場の中に入ったのです。宗派の外にいるのに、その中に居続けるのは、矛盾することでした。私は説明しているのであって、これをあなたに教えとして押しつけているのではありません。また、「キリストのからだの教えは、宗派を去ることをあなたに要求する」と言っているのでもありません。啓示はあなたを別の立場にもたらすかもしれません。しかし、たんなる教理に基づいて、あるいは私の話のために、動くことはしないでください。とどまれなくなるような啓示を得ない限り、今いるところにとどまってください。啓示は実際的問題を引き起こしますが、教理はそれと同じ形でそうすることはないかもしれません。天然的知性による聖書真理の理解を超えたものが必要です。なぜなら、多くの人が多くの異なる見解を持っているからです。


  キリストのからだの基盤は十字架の啓示と適用です。なぜなら、肉に属する天然の人が除去され、取り去られ、打たれる時、キリストのからだを真に霊的に理解する道が敷かれるからです。というのは、天然の人がいると、キリストのからだは存在することも、機能することもできないからです。これがキリストのからだの性質です。天然の人は全く排除されます。ですから、もう一度言いましょう。からだの啓示は十字架の啓示と適用に基づきます。その後、からだは聖霊が働かれる領域になります。コリント人への第一の手紙十二章に、「御旨のままに」というささやかな句があります。聖霊は御旨のままに任命し、賜物を与え、装備されます。これは完全な自由、聖霊の無制限の自由を意味します。聖霊が制限されるとき、それに応じてからだも制限され、神の召命の実現と神が定められた存在目的の成就も制限されます。聖霊が無制限の自由を得る時だけ、からだの正当な表現、正当な機能と働きが生じます。なぜなら、からだは聖霊の働きの領域だからです。


  これまで見てきたように、キリストはからだのかしらであられ、聖霊の働きの領域はからだの中にあります。さて、よく知られている例を肉体からあげると、周知のように、この肉体のすべての部分、すべての機能は、頭と密接に関係しており、頭と連携して働きます。ただし、これはもちろん、体が正常な状態の場合です。この複雑な体の組織全体にわたって、神経網が張り巡らされています。これは途方もない包括的組織であり、私たちの体の一点一点を徹底的に頭に連結します。ですから、自分の手足の指の痛みを頭に感じるのです。頭を切り離すなら、自分の手足の指をどれほど傷つけても、それを感じないでしょう！すべてが頭の中に自分の場所を持っています。肢体の感覚はすべて、頭の中に刻み込まれます。脳の組織全体が解明されれば、針を取って脳の任意の部分を刺すことにより、体の任意の肢体の機能を停止させ、他の部分はそのままにしておくこともできるでしょう。この組織を解明すれば、脳のある部分に針を刺して、手足の機能を停止させ、他の肢体は機能させ続けることができるでしょう。驚くべきことに、体全体が頭に集約されているのです。キリストはからだのかしらです。すべての肢体がかしらに結ばれており、かしらによって意識されています。すべての肢体は、かしらとの関係のゆえに、自分の意識を持っており、霊的に意識を持っています。これが、「私たちはキリストの思いを持っています」（コリント人への第一の手紙二章十六節ｂ）というパウロの言葉の意味です。


  しかし、この神経組織とは何でしょう？それは聖霊です。聖霊はからだ全体の霊的神経組織であり、すべてをかしらに連結します。聖霊はからだの意識であり、かしらの判断や決定といった反応をかしらから伝えます。聖霊は、各肢体に関する一切のことをかしらに伝えて、からだとかしらを一つの完全なまとまりにする御方です。聖霊は、からだ全体に張り巡らされた神経組織です。さて、聖霊がある肢体によって捕らわれ、妨げられ、傷つけられるなら、からだの機能の完全性は直ちに阻害され、妨害されます。これが、「各地の教会は実効上全体である」と冒頭で述べた理由です。愛する人たち、たとえば私たちがここで聖霊を妨げたり、捕らえたりして、ここのこの肢体の聖霊との関係が傷つけられるなら、からだ全体がその影響を受けることになります。たとえば、もしここで祈りに関して聖霊が妨げを受けるなら、からだ全体がそのことで苦しむことになります。地元の群れだけでなく、からだ全体が苦しむのです。他方、もしここで聖霊が完全な道を得るなら、からだ全体がその恩恵を受けることになります。このからだは普遍的なものです。そして、その普遍性は各地の群れの中に集約されており、全体がそこにあります。私たちのこの体は、正常な状態にある時、一つの肢体が残りの肢体にどれほど影響を及ぼすことでしょう！歯が痛む時、体のすべての部分がそれと共に苦しみます。この歯茎の腫れがすぐにあなたの体全体を巻き込むことになります！これは事実です。体の一部が突然やけどをするなら、たとえそれがほんの僅かだったとしても、あなたの体全体がそれと共に身震いするのです。


  神の御言葉のこのからだの描写はなんと真実なのでしょう！「一つの肢体が苦しむなら、すべての肢体がそれと共に苦しみます」（コリント人への第一の手紙十二章二六節）。しかし、これは地上のことではありません。天然の命に関する限り、私が大いに苦しんでいたとしても、あなたはそれについて何も知らないかもしれません。あなたはその影響を受けません。しかし、愛する人よ、一つの肢体が霊的に苦しむなら、からだ全体がその苦しみに巻き込まれる領域があるのです。これは、からだは天的なものであり、その関係は天然的ではなく霊的であること、そして一つにする聖霊の要素は天然の意識とは別に働くことを示しています。あなたはこれを理解されたでしょうか？もし私たちが個人的な祈りを無視するなら、主は遠方のご自身のからだの中で何かを失われます――世界の反対側にいる主の子供たちが、私たちの振る舞いによって影響を受けます。天然の意識はそれを感じませんが、聖霊はご存じです。


  しかし、なぜいつも消極面を取り上げるのでしょう？なぜ積極面を取り上げないのでしょう？聖霊の真のいのちを保つことは常に、私たちがそれに気づいていようといまいと、キリストのからだ全体の益になります。私たちは自分に生きるのでも、自分に死ぬのでもありません（ローマ人への手紙十四章七節）。真の証しを保つことは、たとえ他の信者がその戦いについて何も知らない場所だったとしても――それは家庭や職場かもしれません――あるいはキリストの肢体である他の信者たちと物理的に接触できない場所だったとしても、それでもそこで忠実に証しを保つことは、からだのこの領域である天上でからだ全体に対して果たす偉大な奉仕なのです。これが、家庭や職場における証しを可能な限り損なうことを敵が好む理由です。なぜなら、影響を被るのはその場の状況だけでなく、敵はかしらそのものであるキリストに普遍的打撃を与えられるからです。証しは、私たちが公の集会で維持しようとするものではなく、私たちの家庭生活や職場生活に関わるものなのです。


  



  「からだ」の中に反映される天的関係


  



  これは私たちを再びエペソ人への手紙に連れ戻します。信者たちの関係はすべて、一つからだの原則に基づかなければなりません。これは天上から地上に降りてきて、「夫は妻を愛しなさい」といった教えを取り入れることではありません。これは地上に降りることではなく、信者たちの関係は一つからだの原則に基づかなければならないということです。私が夫なら、妻に対する私の姿勢、関係、振る舞いは、人間的根拠に基づいていてはなりません。天然的権益だけでなく普遍的権益も関係していることを覚えつつ、キリストのからだの肢体仲間として接しなければならないのです。からだ全体が私たちの関係と密接に関係しています。よくご存じのように、これは真実です。神の子供である夫たちや妻たちの間に霊的な欠陥が生じるなら、それは主の証しに大きな害を及ぼしますし、主ご自身にも大きな害が及びます。そして敵に利用されて、その家庭の局所的状況を超えた、とても有害な霊的要因になります。それは霊の領域に有害な影響を及ぼします。他のすべての関係――主人に対する僕の関係、女主人に対する女中の関係――も同じです。これはクリスチャンらしい良い方法で地上で奉仕し、賃金を稼いで、善良なクリスチャンになることだけではありません。これは地上のことだけではなく、主人や女主人をキリストの肢体仲間と見なすことでもあるのです。主人や女主人に対するように彼らに接するのではなく、彼らに対する自分の奉仕と密接に関係しているのは、キリストのからだ全体であることを悟る必要があるのです。


  パウロは主人と僕、女主人と女中の関係の中に、原則的にからだ全体を含めています。その影響はきわめて明白だと思います。主人、女主人、僕という関係にある信者たちの間に、何らかの緊張関係が生じたとしましょう。愛する人よ、それはその場を遙かに超えて、それよりもずっと広い領域に至り、主の権益に影響を及ぼすのです。


  これをキリストのからだの公然の法則として私たちが悟ってさえいれば！これは害を及ぼしているかどうかの問題ではなく、主がそう述べておられるかどうかの問題です。ここで主が何にもまして明確に述べておられるように、これらの関係はその作用圏内のみに限定されているのではなく、この天のからだの広大な宇宙的広がりにまで及んでおり、キリストのからだ全体がそれらの関係の間に生じるこれらの緊張によって霊的に影響されるのです。


  私たちの諸々の関係を高い水準に保つこと――これが何と関係しているのか、そしてその動機が何か、おわかりになるでしょう。これらの関係にある人々の間に、これらの聖徒たちの間に、緊張、目的の食い違い、行き違い、憤怒や混乱が生じ、この真の愛に破れ目が生じるなら、「これは不幸な悲劇的出来事です」という姿勢を取るだけでは不十分です。それを回復するのが早ければ早いほど良いのです。私たちの取るべき姿勢は、「霊的な知的存在たちの領域で、これはキリストの栄光に反して作用しています。これはかしらであるキリストに反して作用しています。なぜなら、これらの関係はみな、かしらと密接に結ばれているからです」「これはからだ全体を一つにする要素である聖霊に反して作用しており、害を及ぼしています」というものでなければなりません。私たちが聖霊によってすべての肢体と密接に関係している以上、だれかが行うことは何らかの形で、私たちの理解や意識をまったく超えて、キリストに触れ、聖霊に触れ、したがって他のすべての肢体に触れるにちがいありません。実際、触れているのです。これがここで啓示されていることであり、からだの性質です。なぜこれらの関係に注意を払って、地から引き上げなければならないのか、おわかりになるでしょう。これはもっと考慮すべきことだと思います。


  関連性はキリストのからだの法則です。関連性はかしらをしっかりと握ることです。キリストのからだの一体性を水平線上で保とうとすることに用心しましょう。そうすることはできません。それには望みがありません。私たちは絶えず駆け回って謝ることになるでしょう。水平線上では、そうすることはできません。しかし、かしらをしっかりと握るなら、私たちには互いに引力が働いていることがわかるでしょう。完全かつ徹底的にキリストに地位を与えるなら、他の信者と目的が食い違うことはありえません。キリストがご自身の地位に着かなければなりません。それは、私たちがすべてをキリストのために行うようになるためです。このような姿勢を取るなら、他の信者に不満を持ち続けることはありえません。かしらをしっかりと握り、すべてを彼のために行うには、私たちの諸々の関係を調整して、それを実現することが必要です。心を尽くして主を愛するなら、主のものである人を愛さずにはいられません。そうしないことは矛盾です。ですから、からだの一体性は第一に、私たちがかしらをしっかりと握ることを要求します。


  



  御霊の自由


  



  からだとその務めを実現するには、私たちの間に御霊の自由がなければなりません。私は実際的な諸問題を扱うことにします。聖霊が完全に機能するには、人の組織、教会行政、そのような人の支配から絶対的に自由でなければなりません。偏狭な宗教組織、教会支配、教会の人間的組織――そこでは、言うことがあろうとなかろうと、給料を受け取っている以上、毎回頻繁に説教しなければなりません――の中に陥ることは、絶対的に聖霊に反しています。それは聖霊の原則ではありません。御霊が自由に機能して、私たちが聖霊の中で務めをするには、私たちはそのような一切のものから絶対的に自由でなければなりません。


  これが御霊の原則です。ユダヤ人とその指導者たちが使徒パウロに反対したのはこのためです。パウロは言いました、「ある人々が私たちの自由をうかがうために忍び込んできました」（ガラテヤ人への手紙二章四節）。その自由とは何だったのでしょう？彼は律法とユダヤの体系のくびきを投げ捨てて、キリストのからだの普遍的領域の中で働いていました。彼は異邦人とユダヤ人の領域で同じように働いていました。彼はキリストにある自由を持っていたのです。伝統、体系、地上の宗教組織といったすべてのくびきから彼は自由でした。それは聖霊の導きのままに、啓示の務めを果たすためでした。これがキリストのからだには必要不可欠です。つまり、キリストのからだである教会を組織しようとすること、そしてそのための計画を立てて聖霊に渡し、「どうか議長席に着いて私たちの計画を遂行してもらえないでしょうか？」と言うことは（非礼と思われることは承知していますが、そのつもりはありません）、ここで啓示されている原則にまったく反するのです。


  キリストのからだは地的組織から自由です。機能するには、そうでなければなりません。これは、ある真理を握ったので、地的組織を捨てることではありません。そうではなく、解放してもらうことなのです。教会の中には、霊的な統治や服従の占めるべき正当な地位があります。「自由契約」の原則は、官僚主義と同じくらい間違っています。


  しかし、私は話を終えなければなりません。次の点を述べて終わることにします。私たちは教会の会員資格を得ることはできませんし、キリストのからだの中で教会の働きを得ることもできません。「教会の働きを得よう」と人々が言うのを、私たちはこれまで聞いてきました。そのような考えは、キリストのからだの真理とはまったく無縁です。私たちはキリストのからだに加わることはできません。再び肉体を例に取りましょう。だれか他の人の手や腕を持ってきて、「これを私の体に加えよう」と言うのは、何と滑稽でしょう！それは馬鹿げています。これは教会であって、私たちはその中に水平に入ることはできません。天からその中に入らなければなりません。私たちは誕生によってその中に入らなければなりません。賛同や付加によってではありません。これがからだの成長の法則です。それは誕生によってであり、天上からです。そして、この関係、キリストのからだの肢体たる資格に言えることは、務め、働きにも言えます。私たちはキリストのからだの中で働きや務めを得ることはできません。主の御心を表している真に霊的なものを私たちが得る時、外側からの人々はその中に入って奉仕を始めることはできません。彼らは聖霊によってそこにある啓示の中に入らなければなりませんし、経験的根拠に基づいてその中に入らなければなりません。あなたは、来て話をするよう、説教者たちを招くことはできません。その務めの交わりは、啓示の交わりです。同じ根拠に基づいて同じ方法でその中に入ること、上からその中に生まれること、これがからだの務めの唯一の基礎です。


  組織化された教会は何でも好きなことができますが、キリストのからだの中ではできません！その務めでは、事物は本質的に上から来るのであって、外から加わるのではありません。ですから、新約聖書が意味するところの教会に加わることはできません。また、新約聖書が意味するところの教会の働きを拾い上げることもできません。私たちはその有機的な一部分でなければならないのです。機械的な事務的方法で役員や働き人を任命する組織には、からだの真理が啓示されるための余地はありません。あなたは一人の兄弟をつかまえて、彼をキリストのからだの中で職員にすることはできません。地的な組織の中ではできても、ここではできません。そのような人は霊的な過程を経て成長しなければなりません。そうすれば、内なるいのちから務めが表され、成長します。これは事務的なことではなく、有機的なことです。


  これは有益な真理の全領域を開きます。しかし今はここでやめて、私たちに啓示を与えてくださるよう主に求めることにします。啓示を得ないなら、それについてどんなに多く述べたとしても、それは結局私たちにとってたんなる教え、真理、教義にすぎなくなるでしょう。主がそれを生けるものとして、私たちに啓示を与えてくださらなければ、そうなってしまうでしょう。しかし、ああ、地上で教会と呼ばれているもの、その組織、その方法、その関係と、キリストのからだは霊的で天的なものであるというこの真理との間には、こんなにも大きな違いがあるのです！この天的なものの範囲と務めは宇宙的です。たとえそれが、ある土地でわずかな人々によって代表されているにすぎなかったとしてもです。宇宙的な務めであって、時間や空間には属しません。それは本質的に霊的です。それは天的であって、無限なのです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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